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６ 観点別評価の進め方
この事例においては，単元全体で各観点別に２カ所の◎の評価規準を設定して評価を行い，単元の総
括の資料としている。
表３の「学習活動における具体の評価規準」は 「おおむね満足できると判断される」状況（Ｂ）を，
示すものであり，この状況を実現していない場合が 「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）と考え，
られる。また 「おおむね満足できると判断される」状況の中で，質的な深まりや高まりが見られる場，
合が 「十分満足できると判断される」状況（Ａ）と考えられる。，
以下，観点別の評価の進め方について，例を示す。

(1) 関心・意欲・態度
第６時の実習＜海底地形のコンピュータシミュレーション＞における評価の進め方を例として説明
する。
この授業は，コンピュータを用いて，海上保安庁の水深データをもとに，日本近海46地点から海底
を３次元的に展望し，海底地形とプレートテクトニクス説との関係を探究的に理解する授業である。
生徒はコンピュータを操作しながら，実習プリント（p.４７資料２）を作成する。授業後，回収し

「 」た実習プリントの◎＜関心・意欲・態度＞を付けた ３海底地形とプレートテクトニクス説との関係
の記載内容を点検し評価する。

＜評価規準◎① 関心・意欲・態度＞
海底地形とプレートテクトニクス説との関係に興味をもち，意欲的に探究しようとする。

＜「十分満足できると判断される」状況（Ａ）と評価される具体例＞
・第一鹿島海山付近の海底地形の特徴について海山に正断層があることに気付き，その特徴とプレ
ートテクトニクス説との関係を，プレートに働く力との関係を挙げながら意欲的に自分の考えを
説明している。
＜「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）になりそうな生徒への手だて＞
・第一鹿島海山のおよその位置を示し，マウスを前後左右に操作すると海山のいろいろな姿が見ら
れることと，ある角度から見ると海山が断ち切られたような地形を発見できることを示唆し，そ
の原因は何かを探ってみるよう指導・助言する。

(2) 思考・判断
第３時の実習＜地磁気逆転の縞模様と海洋底拡大説＞における評価の進め方を例として説明する。
まず，机間指導を行い実習プリント（p.４６資料１）の作業の状況と記載内容を評価規準◎③に照
らして観察する。授業後，回収した実習プリントの記載内容を点検し評価する。

＜評価規準◎③ 思考・判断＞
海嶺付近に残された地磁気逆転の縞模様について考察し，海洋底の拡大と運動について思考する。

＜「十分満足できると判断される」状況（Ａ）と評価される具体例＞
・地磁気逆転の縞模様について，逆転史と関連付けて根拠を挙げながら，中央海嶺付近で海洋底が
誕生し海嶺を中心として対称的に拡大することを説明している。
＜「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）になりそうな生徒への手だて＞
・実際の地磁気の縞模様をわかりやすく示した図と地磁気の逆転史の図を比較して，類似点はない
か考えるよう指導・助言する。

地磁気の逆転史の図 (Cande & Kent,1992)
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・ティッシュペーパーの箱を利用して作った海
洋底の模型（右図）を使って，海洋底の誕生
と運動について考えるよう促す。

(3) 観察・実験の技能・表現
第６時の実習＜海底地形のコンピュータシミュレーション＞における評価の進め方を例として説明
する。
この実習は，生徒一人一台のコンピュータルームを使用して授業を行う。教師用の調整卓のコンピ
ュータに映し出される生徒用のコンピュータ画面を，一定時間ごとに切り替えて適切にモニタリング
することにより，効率的に生徒の学習状況を把握する。

＜評価規準◎⑤ 観察・実験の技能・表現＞
コンピュータを的確に操作して必要な情報を得る技能を習得するとともに，調べた結果や導き出した考
えを的確に表現する。

＜「十分満足できると判断される」状況（Ａ）と評価される具体例＞
・コンピュータを的確に操作して，第一鹿島海山と海底地形の特徴が分かるように表示し，数種類
の俯瞰図の画面を取得してデータとして保存し，それらの画面を比較しながら考察し，導き出し
た考えを的確に表現している。
＜「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）になりそうな生徒への手だて＞
・第一鹿島海山と海底地形の特徴が分かるようなマウス操作の見本を示し，表示した画面を保存し
たり，印刷したりする方法について指導・助言する。
・表示した画面や印刷した図をもとに，比較する方法や考えを表現する方法について指導・助言す
る。

(4) 知識・理解
第７時では，思考・判断と知識・理解に関する小テストを行う。ここでは，知識・理解の観点にお
ける評価の進め方について説明する。小テストは評価規準◎⑧に照らして次のように設計する。

＜評価規準◎⑧ 知識・理解＞
プレートテクトニクス説の考え方と自然の見方の転換と，プレートの相互作用による地学現象について
理解し，知識を身に付けている。

＜小テストの設計＞
・所要時間 ２０分
・知識・理解の観点の問題は，評価規準◎⑧に照らして正答すれば「おおむね満足できると判断さ
」 （ ） （ ） 「 」 （ ）れる 状況 Ｂ の問題 ｂ問題 を３問,正答すれば 十分満足できると判断される 状況 Ａ
の問題（ａ問題）を２問，計５問で構成する。

ティッシュペーパーの箱を使った
海洋底の模型

実際の地磁気の縞模様を
わかりやすく示した図

大西洋中央海嶺の地磁気の縞模様の図
K. Saito Home Page(http://ksgeo.
kj.yamagata-u.ac.jp/~kazsan/kazsan.
html)



理－45

・思考・判断と知識・理解の二つの観点を合わせて計１０問となるように設計する。評価は，観点
別に評価を行い単元末の総括に生かす。
知識・理解の観点に関するｂ問題，ａ問題については，具体的に次の問題を作成する。
〔ｂ問題〕リソスフェアとアセノスフェアの考え方に基づくプレートの概念，及びプレートと

プレートの境界における相互作用と，それに基づく地震や火山の地学現象について
の基礎的な理解と知識に関する問い。

〔ａ問題〕３種類のプレート境界のタイプと，その境界でプレートの相互作用等により生じる
地学現象についての理解とその具体例の知識に関する問い。

小テストの評価は，観点ごとに次のように行う。
＜「十分満足できると判断される」状況（Ａ）と評価される具体例＞
５問中全問正答の場合
＜「おおむね満足できると判断される」状況（Ｂ）と評価される具体例＞
５問中正答が２～４問の場合
＜「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）と評価される具体例と生徒への手だて＞
５問中正答が１問以下の場合
Ｃと評価される生徒には，問題の詳解を渡して解説をするとともに，学習の仕方について指導・
助言する。

７ 観点別評価の総括
総括に当たっての基本的な考え方は，
・評価の結果がＡとＢだけの場合
Ａが過半数のとき単元の評価はＡ，Ａが過半数に至らないとき単元の評価はＢ

・評価の結果がＢとＣだけの場合
Ｃが過半数のとき単元の評価はＣ，Ｃが過半数に至らないとき単元の評価はＢ

・評価の結果にＡとＢとＣがある場合
Ａ一つとＣ一つで，Ｂ二つに置き換えた後，上記にならう。

本事例では，単元において観点別に二つの◎印の評価規準により評価する場面を設定したので，評価
は次のようになる。

Ａ・二つともＡである場合････････
Ｃ・二つともＣである場合････････
Ｂ・上記のいずれでもないもの････

＜単元の観点別総括の例＞

評 価
時

学習の内容 関心 思考 技能 知識
間 意欲 判断 表現 理解

態度
１ 大陸移動説の誕生と衰退
実習<大陸の接合>

２ 古地磁気学による大陸移動説の復活
実習<磁極移動の証拠と大陸の移動>

３ 海洋底拡大説の登場
Ａ Ｃ実習<地磁気逆転の縞模様と海洋底拡大説> ◎ ◎

４ プレートテクトニクス説の登場
５ 実習<地底三千マイルの旅>(コンピュータによ
る探究学習)

Ａ Ｂ６ 実習<海底地形のコンピュータシミュレーション> ◎ ◎

７ プレートテクトニクス説と地学現象
小テスト Ｂ Ｃ◎ ◎

８ グループ討論会
実習<グループ新聞づくり> ◎Ａ９

10 Ｃグループ新聞公開発表会 ◎
Ａ Ｂ Ｂ Ｃ単元の総括

この外にも，単元（題材）における観点別評価の総括については様々な考え方や方法があり，各学校
において工夫することが望まれる。
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８ 参考資料

（１）第３時の実習プリントの内容

資料１

実習＜地磁気逆転の縞模様と海洋底拡大説＞

１．地磁気の逆転

北極 ［作図］

地磁気が逆転していた

時の地磁気(棒磁石と仮定)

を書いてみよう。

［問］

南極 地磁気が逆転していた

〔正極期〕 〔逆極期〕 時期は，方位磁石のＮ極

は日本ではどの方位を向

くだろうか。

２．地磁気の逆転史

［問］

地磁気の逆転史の図を見て，気付いた

ことを書いてみよう。

(Cande & Kent,1992)

３．地磁気逆転の縞模様

［問］

この図にはどのような特徴があるか，気付いたことを書いて

みよう。

［問］

２と３の図を見比べて，どのような関連があるか，気付いた

ことを書いてみよう。

４．中央海嶺付近の海洋底の形成と動き

［問］◎＜思考・判断＞

１～３の結果に基づいて，中央海嶺付近の海洋底の形成と動きについて自分の仮説を

立ててみよう。

５．海洋底拡大説

［問］◎＜知識・理解＞

1963年のヴァイン(Fred Vine)とマシューズ(Drumond Matthews)が地磁気逆転の縞模

様と海洋底拡大説をどのように組み合わせて説明したかについて，教科書と資料を参考

にしてまとめてみよう。

年 組 番 氏名

N

S

K. Saito Home Page(http:
//ksgeo.kj.yamagata-u.ac.
jp/~kazsan/kazsan.html)
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（２）第６時の実習プリントの内容

資料２

実習＜海底地形のコンピュータシミュレーション＞

１．海底地形図から海底地形の様子を推測
［作図］
海底地形図「房総・伊豆沖」銚子沖150kmの第１鹿島海山付近のおおよその海底地形を
推測して俯瞰図にしてみよう。

２．海底地形コンピュータソフトを使って海底地形を表示
［操作］
①ファイル「Daiichi Kashima」を開く
②海底地形図を参照し，マウスを操作して第一鹿島海山付近に近づき，海山の特
徴が最もよくわかる位置と角度で静止する。

［作図］
③スケッチする。

［問］どのような特徴があるか，気付いたことを書いてみよう。

３．海底地形とプレートテクトニクス説との関係
［問］◎＜関心・意欲・態度＞
第１鹿島海山付近の海底地形の成因をプレートテクトニクス説に基づいて自分の考え
で説明してみよう。

年 組 番 氏名

授業では海上保安
庁発行海底地形図
「房総・伊豆沖」の原
図使用

コンピュータソフ
トを使って表示し
た海底地形の様
子
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Ⅱ Ａ理科総合
ここでは，理科総合Ａの単元「生物のつくる物質」(６時間)の学習指導と評価の事例を紹介する。

(3) 物質と人間生活 イ 物質の利用 (ｲ) 生物のつくる物質（６時間）
１ 食品の成分となる物質（１時間）
２ 生物による物質の合成と分解（１時間）
３ デンプンの消化：探究活動（１時間）
４ 衣料や住居の材料となる物質（１時間）
５ 微生物を利用した物質の生産（１時間）
６ 合成物質の環境や生物への影響（１時間）

本事例の取組においては，次のような手順を踏んで評価を行っている。
(ⅰ)単元の目標を設定する。
(ⅱ)単元の評価規準を設定する。
(ⅲ)指導と評価の計画を立て，どこで(場面)どのような方法で評価するかを決める。

， 。(ⅳ)計画に従い学習指導と評価を行い 評価結果を生徒の学習活動に返しつつ個に応じた指導を進める
(ⅴ)評価資料を蓄積し，単元の学習後の観点別評価の総括をする。

１ 単元の目標
生物が有用な物質を作ること及び生物体内の化学反応の精妙さについて理解させる。

２ 単元の評価規準
「 ， 」（ ． ） ，３ 学習指導要領の内容 内容のまとまりごとの評価規準及びその具体例 ｐ ９ を参考にして
「内容のまとまりごとの評価規準」から表１の「単元の評価規準」を設定する。
表１

関心・意欲・態度 思考・判断 観察・実験の 知識・理解
技能・表現

人間生活とかかわりの 人間生活とかかわりの 人間生活とかかわりの 人間生活とかかわりの
内 深い身の回りの物質に 深い身の回りの物質の 深い身の回りの物質に 深い身の回りの物質に
容 関心をもち，意欲的に 中に問題を見いだし， ついての観察，実験， ついて，観察，実験，
の ご それらを探究しようと 観察，実験，調査など 調査などの技能を習得 調査などを行い，物質
ま と する。 を行うとともに，実証 するとともに，科学的 は原子，分子，イオン
と の 的 論理的に考えたり に探究する方法を身に から成り立ち，それら， ，
ま 評 分析的・総合的に考察 付け，観察，実験，調 の粒子の結び付きの変
り 価 したりして問題を解決 査などの過程や結果及 化で物質の性質が変わ
規 し，事実に基づいて科 びそこから導き出した ることやエネルギーの
準 学的に判断する。 自らの考えを的確に表 出入りがあることを理

現する。 解し，知識を身に付け
ている。
， ，・生物が有用な物質を ・生物が有用な物質を ・生物がつくる物質の ・観察 実験を通して

つくることや生物体内 つくることやその物質 特性，酵素や酵素反応 生物が有用な物質をつ
単 の化学反応の精妙さに が人間生活を豊かにし を行う微生物を用いた くることやおだやかな
元 関心をもち，意欲的に てきたこと，また，生 物質の生産などに関す 条件下で特定の物質を

，の それらを探究しようと 物体内の化学反応のエ る観察，実験の技能を 効率よくつくることや
評 する。 ネルギー効率の高さや 習得するとともに，観 さらに合成物質の自然
価 その反応の工業的な利 察，実験の過程や結果 界における生物の働き
規 用について分析的・総 及びそこから導き出し に与える影響について
準 合的に考察する。 た自らの考えを的確に 理解し，知識を身に付

表現する。 けている。

３ 単元の評価の計画
単元の評価の計画は，単元の評価規準に照らしてどの観点をいつ評価するのが適切かを検討し，各学
習活動の中で重要な観点にポイントを絞って学習状況を把握し，指導と評価が効果的に行えるようにし
た。評価に当たっては，次のような２種類の評価規準（◎，○）を設定し，指導と評価の一体化がより
一層図られるよう工夫した。
◎印の付いた評価規準：評価規準に照らして 「十分満足できると判断される」状況（Ａ）か 「おおむね， ，

」 （ ） ，「 」 （ ）満足できると判断される 状況 Ｂ か 努力を要すると判断される 状況 Ｃ
かを把握し，単元の総括の資料とする。
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○印の付いた評価規準：評価規準に照らして 「おおむね満足できると判断される」状況（Ｂ）であるか，
どうかだけを把握する 「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）になりそうな。

， ，生徒に対して 適切な働きかけや指導の手だてを行うことを特に重視したもので
単元の総括の資料とはしない。

表２

評 価
時 学習の内容 評 価 方 法

関心 思考 技能 知識
間 意欲 判断 表現 理解

態度

食品の成分となる物質 ○ ○ワークシート１ ＊１

◎① ワークシート◎
○ ○行動観察，ワークシート＊４

生物による物質の合成と分解 ◎③ ワークシート２ ◎
○ ○ワークシート＊５

○ ○ワークシート＊６

デンプンの消化 ◎⑤ 行動観察，ワークシート３ ◎
◎④ ワークシート◎

衣料や住居の材料となる物質 ◎⑥ 行動観察，ワークシート４ ◎
○ ○ワークシート＊７

５ 微生物を利用した物質の生産 ○ ○行動観察，ワークシート＊２

◎⑦ ワークシート◎

合成物質の環境や生物への影響 ◎② 行動観察，ワークシート６ ◎
○ ○ワークシート＊３

◎⑧ ワークシート◎

４ 単元の指導と評価の計画及び学習活動における具体の評価規準
表１の「単元の評価規準」に基づいて，表３の「学習活動における具体の評価規準」を設定する。

表３ （ ◎①～◎⑧，○ ～○ は，表２の該当する「学習活動における具体の評価規準」を示す ）
* *1 7 。

学習活動における具体の評価規準 【 】内は評価方法
時 学習の内容とねらい

関心・意欲・態 思考・判断 観察・実験の 知識・理解
間 度 技能・表現

＊１ ＊４１ 食品の成分となる物質 ○ ○
生物がつくる身近な 身近な食品や スクロースと
食材料に関心をもち， その成分につい タンパク質の成
食品の成分がどのよう て関心をもち， 分元素を調べる
な物質からできている 意欲的に探究し 実験を安全かつ
か，また，どのような ようとする。 正確に行い，結
元素からできているか ワークシート 果を的確に表現【 】
理解する。 ◎① できる。

【 ，（班別討議） 三大栄養素と ワークシート
なる物質の例を 行動観察】
あげ，関心を持
って意欲的に探

。究しようとする
【 】ワークシート
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＊５２ 生物による物質の合成 ◎③ ○
光合成や消化 光合成や消化と分解

生体内では化学反応 によって生物に の過程について
によって，必要な物質 必要な物質が合 理解し,その知識
が合成されたり，分解 成されたり,分解 を身に付けてい
されていることや，生 されることを推 る。

【 】体内の反応は酵素の働 定できる。 ワークシート
＊６きによりおだやかな条 ワークシート ○【 】

件で効率よく進むこと 酵素の働きや
を理解する。 生物が行う代謝

では酵素が不可
欠であることに
ついて理解し，
その知識を身に
付けている。
【 】ワークシート

◎④ ◎⑤３ デンプンの消化
デンプンの消化につ アミラーゼに デンプンの消
いての探究活動を通し よるデンプンの 化についての実
て，消化酵素の特性や 消化の様子から 験を安全かつ正，
働きを理解する。 酵素の働きが推 確に行い，結果

定できる。 を的確に表現で
ワークシート きる。【 】

【行動観察，ワ
ークシート】

＊７４ 衣料や住居の材料とな ◎⑥ ○
繊維の性質を 衣料，染料おる物質

衣料，染料及び住居 調べたり，天然 よび住居の材料
の材料について，生物 染料による染色 となる物質やそ
のつくる物質が利用さ の実験を安全か の性質について
れていることを理解 つ正確に行い， 理解し，その知
し，繊維の性質や染料 結果を的確に表 識を身に付けて
による染色を調べる観 現できる。 いる。

【 】察を行う。 【行動観察，ワ ワークシート
ークシート】

５ ○ ◎⑦微生物を利用した物質 ＊２

微生物を利用 微生物の働きの生産
微生物を利用して有 してつくられる や微生物を利用
用な発酵食品や抗生物 発酵食品や抗生 してつくる発酵
質がつくられているこ 物質などの医薬 食品，抗生物質
とを理解する。 品に関心をもち などについて理，

意欲的に探究し 解し，その知識
ようとする。 を身に付けてい
【行動観察，ワ る。

【 】ークシート】 ワークシート

◎② ○ ◎⑧６ 合成物質の環境や生物 ＊３

合成物質が環 合成物質が環 食物連鎖や生への影響
人工的に合成された 境や生物に与え 境や生物に与え 物濃縮について
物質が自然環境や生物 る影響について る影響について 理解するととも，
に与える影響を理解す 意欲的に探究し 科学的に説明で に，合成物質が
る。 ようとする。 きる。 生物に与える影

【行動観察，ワ ワークシート 響について理解【 】
ークシート】 し，その知識を

。身に付けている
【 】ワークシート
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５ 具体の指導と評価
表４

＜評価の観点＞時 学

学習活動における 【評価方法】間 習

具体の評価規準内 学 習 活 動

容
第 食 導入 ・本時の学習の目的を理解す
１ 品 る。 ○ ＜関心・意欲・態度＞ ○【ワークシート】＊１

時 の 展開 ・身近な食品をあげ，その成 身近な食品について関心を
成 分の違いで分類する。 もち，意欲的に探究しようと
分 ・食品に含まれる三大栄養素 する。
と がどのような物質からできて
な いるか，またそれらの物質の ◎①＜関心・意欲・態度＞ ◎【ワークシート】
る 成分元素は何かを討議し，整 三大栄養素となる物質の例
物 理する （班別討議１） をあげ，関心を持って意欲的。
質 ・栄養素に含まれている成分 に探究しようとする。

元素を調べる。 ○【行動観察，ワークシ
実験１）スクロースの成分 ○ ＜技能・表現＞ ート】＊４

元素調べ スクロースとタンパク質の
実験２）タンパク質中の窒 成分元素を調べる実験を安全
素の検出 かつ正確に行い，結果を的確

・実験１と実験２について， に表現できる。
各班ごとに実験結果と気付き
を発表する。

まとめ ・スクロース，タンパク質に
含まれる成分についてワーク
シートに整理する。

第 生 導入 ・本時の学習の概要を理解す
２ 物 る。 ◎③＜思考・判断＞ ◎【ワークシート】
時 に 展開 ・植物や動物の体内で行われ 光合成や消化によって生物

，よ ている化学反応について話し に必要な物質が合成されたり
。 。る 合う （班別討議２） 分解されることを推定できる

物 ・光合成を中心とした植物の
質 物質合成について説明を聞く ○ ＜知識・理解＞ ○【ワークシート】。 ＊５

の ・動物が栄養素を消化する過 光合成や消化の過程につい
合 程について説明を聞く。 て理解し，その知識を身に付
成 ・代謝や酵素の働きについて けている。
分 説明を聞く。
まとめ ・光合成や消化の仕組み，お ○ ＜知識・理解＞ ○【ワークシート】＊６

よび酵素の働きについてワー 酵素の働きや生物が行う代
クシートに整理する。 謝では酵素が不可欠であるこ

とについて理解し，その知識
を身に付けている。

第 デ 導入 ・本時の学習の目的を理解す
３ ン る。
時 プ 展開 ・試験管内のヨウ素デンプン ◎⑤＜技能・表現＞ ◎【行動観察，ワークシ
ン 反応の様子について推測する デンプンの消化についての ート】。
の ・デンプン溶液に酵素アミラ 実験を安全かつ正確に行い，
消 ーゼを加えたとき，ヨウ素デ 結果を的確に表現できる。
化 ンプン反応の色が時間ととも

に，どのように変化していく
かについて仮説を立てる。
・各班ごとに実験を行い，実 ◎④＜思考・判断＞ ◎【ワークシート】
験の結果を実験レポートに記 アミラーゼによるデンプン
入する。 の消化の様子から，酵素の働

きが推定できる。
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まとめ ・酵素アミラーゼの働きにつ
いて，実験結果から考察し，
実験レポートに記述する。

第 衣 導入 ・本時の学習の目的を理解す
４ 料 る。
時 や 展開 ・食品以外で生物がつくる物
住 質について考え，衣料，染料 ◎⑥＜技能・表現＞ ◎【行動観察，ワークシ
居 の具体的な例について考える 繊維の性質を調べたり，天 ート】。
の ・木綿，羊毛，絹，ナイロン 然染料による染色の実験を安
材 の小片をピンセットでつまみ 全かつ正確に行い，結果を適
料 ガスバーナーに近づけて，焦 切に表現できる。
と げるようすや臭いを確かめ，
な 素材を調べる。
る ※ナイロンは比較のための
物 素材
質 ・繊維(木綿，羊毛，絹，ナイ ○ ＜知識・理解＞ ○【ワークシート】＊７

ロン)の天然染料(タマネギの 衣料，染料および住居の材
外皮)による染色効果について 料となる物質やその性質につ
予想を立てる。 いて理解し，その知識を身に
・各班ごとに染色実験を行い 付けている。，
実験結果や気付きをレポート
に記録する。

まとめ ・天然の繊維や染料，天然の
住居材料について学習し，ワ
ークシートにまとめる。

第 微 導入 ・本時の学習の概要を理解す
５ 生 る。
時 物 展開 ・身近な発酵食品の材料や抗 ○ ＜関心・意欲・態度＞ ○【行動観察，ワークシ＊２

を 生物質などの医薬品について 微生物を利用してつくられ ート】
利 互いに例を出し合い，意見交 る発酵食品や抗生物質などの
用 換をする。 医薬品に関心をもち，意欲的
し （班別討議３－１） に探究しようとする。
た ・身近な発酵食品の製造に利
物 用される微生物について互い
質 に例を出し合い，意見交換を
の する。
生 （班別討議３－２） ◎⑦＜知識・理解＞ ◎【ワークシート】
産 ・具体的な食材に触れ，食品 微生物の働きや微生物を利

表示等を確認し，微生物を利 用してつくる発酵食品，抗生
用した発酵食品について理解 物質などについて理解し，そ
する。 の知識を身に付けている。
（班別学習）

まとめ ・班別討議，班別学習の結果
を出し合い，微生物を利用し
た発酵食品や抗生物質などの

。医薬品について理解を深める

第 合 導入 ・本時の学習の目的を理解す
６ 成 る。 ◎②＜関心・意欲・態度＞ ◎【行動観察，ワークシ
時 物 展開 ・生活環境の中の合成物質に 合成物質が環境や生物に与 ート】
質 ついて互いに例をあげ，それ える影響について，意欲的に
の らの合成物質が環境に与える 探究しようとする。

。環 影響について意見交換を行う
境 （班別討議４）
や ・ 食物連鎖と生物濃縮」をテ「
生 ーマにしたビデオ(約10分)を
物 鑑賞しながら，自分の気付き
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へ や考えを記録する。 ◎⑧＜知識・理解＞ ◎【ワークシート】
の ・ビデオ観賞後に次の項目に 食物連鎖や生物濃縮につい
影 ついて互いに意見交換を行い て理解するとともに，合成物，
響 自分の考えを記録する。 質が生物に与える影響につい

ア．生物の生存環境 て理解し，その知識を身に付
イ．食物連鎖 けている。
ウ．生物濃縮

まとめ ・班別討議の結果を発表しあ ○ ＜思考・判断＞ ○【ワークシート】＊３

い，合成物質と環境とのかか 合成物質が環境や生物に与
わりについて互いの関心を高 える影響について科学的に説
めあい，理解を深め，その知 明できる。
識を身に付ける。

６ 観点別評価の進め方
(1) この事例においては 「観点別評価として総括に用いる評価規準 （◎印）を，各観点別に２カ所，， 」
計８カ所設定している。
観点別評価に当たり，表３の学習活動における具体の評価規準に照らして「おおむね満足できると
判断される 状況 Ｂ か 努力を要すると判断される 状況 Ｃ かどうかを把握し さらに お」 （ ） ，「 」 （ ） ， ，「
おむね満足できると判断される」状況（Ｂ）の生徒の中で，質的な深まりや広がりがみられた場合を
「十分満足できると判断される」状況（Ａ）として，観点別学習状況の総括及び個に応じた指導に役
立てることとした。
また 「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）になりそうな生徒に対しては 「おおむね満足でき， ，
ると判断される」状況（Ｂ）となるように適切な指導・助言を行い，指導と評価の一体化を目指した
工夫を行った。

(2) この事例における観点別評価は，ワークシート，行動観察などにより行っている。参考資料は，表
３，表４の第３時について，資料１～資料３を示した。
評価の結果は蓄積し，単元終了時に観点別評価の総括を行った。また，ワークシートや自己評価カ
ード（資料等３）を生徒自身が学習を振り返るために活用し，個に応じた指導の充実を図った。自己
評価カードは，個に応じた指導の充実のために活用し，評価の総括には用いていない。

， ， 。 ，行動観察では 例えば資料２のようなチェックシートを用意し 生徒の状況を把握した ここでは
指導の便宜のために「Ａ」又は「Ｃ」の記述だけで行えるように工夫した。
ワークシートなどでは，例えば資料１のワークシート（実験レポート）のように，記入させる項目
にあらかじめ評価の観点を明記しておき，学習目標を意識付けることで学習意欲の向上に努めるとと
もに，評価の便宜を図る工夫をした。

(3) 具体的な評価の方法の例
， 「 」 ，以下に この単元における観点別評価 十分満足できると判断される 状況(Ａ)と評価される例と

「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）になりそうな生徒への手だての例を具体の評価規準◎①，
◎３，◎⑤，◎⑦について示す。

ア 「関心・意欲・態度」についての評価例
「関心・意欲・態度」については，ワークシート，行動観察などによって，生物が有用な物質を
つくることや生物体内の化学反応の精妙さに関心をもち，意欲的にそれらを探究しようとする状況
を把握する。
＜評価規準◎① 関心・意欲・態度＞
三大栄養素となる物質の例をあげ，関心を持って意欲的に探究しようとする。
【ワークシート】
班別討議を通して，生物がつくる身近な食材料にはどんなものがあるか，食品の成分がどのよう
な物質からできているかについて例を上げ，取り上げられた食品の成分から３大栄養素を抽出する
ことができており，議論の過程と結果をワークシートに整理して記述している場合を「おおむね満
足できると判断される」状況（Ｂ）とする。
《 十分満足できると判断される」状況(Ａ)と評価される具体例》「
☆ワークシート
「疲れたときのエネルギー補給にはあめ玉をよくなめるので，糖類は重要 「若い人が体を作る」，
ためによく食べるように言われるのは，肉類などのタンパク質や脂肪類」などの生活体験に基づい
た根拠を上げて，重要な栄養素は，糖類，タンパク質，脂肪であるということを記載している。
《 努力を要すると判断される」状況（Ｃ）になりそうな生徒への手だて》「
☆食品の成分がどのような物質からできているかについて例を上げることができない生徒への指導
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好んでよく食べるものを書かせて，元気を出したり，体を作るのに大きな役割を果たす食べ物は
何かを考えるように促す。

イ 「思考・判断」についての評価例
「思考・判断」については，ワークシートによって，生物が有用な物質をつくることや生物体内
の化学反応について考察しているか，人間生活が生物の作る物質に支えられていることが推測でき
るか，及び生物体内の化学反応のエネルギー効率の高さや工業的な利用について科学的，総合的に
とらえることができるかを把握する。
＜評価規準◎③ 思考・判断＞

。光合成や消化によって生物に必要な物質が合成されたり,分解されることを推定できる
【ワークシート】

班別討議を通して，植物や動物の体内では化学反応によって必要な物質が合成されたり，分解さ
れていることや，生体内の反応が酵素の働きにより穏やかな条件で効率よく進むことについて，植
物の光合成や呼吸にかかわる物質，動物体内の消化や代謝にかかわる物質の例を上げて，議論の経
緯とともに記録ができている場合を「おおむね満足できると判断される」状況（Ｂ）とする。
《 十分満足できると判断される」状況(Ａ)と評価される具体例》「
☆ワークシート ［ワークシートの具体の評価例］
植物が光合成によっ
て作り出されたものの
うちの有機物の貯蔵
や，動物の消化におけ
る糞の排泄など，光合
成や消化にかかわる物
質全体の状況を把握し
ている。

《 努力を要すると判断「
される」状況（Ｃ）になりそうな生徒への手だて》
☆食べ物の名前や栄養素などを羅列するが，整理することができていない生徒への指導
前時に整理した三大栄養素などの動物にとって必要な栄養素を人はどうやって手に入れているか
を手がかりにして，考えるように促した。

ウ 「観察・実験の技能・表現」についての評価例
「観察・実験の技能・表現」については，行動観察(実験)，ワークシートによって，生物がつく
る物質の特性，酵素や酵素反応を行う微生物を用いた物質の生産などに関する観察，実験の技能を
習得できているか把握する。
＜評価規準◎⑤ 観察・実験の技能・表現＞

デンプンの消化についての実験を安全かつ正確に行い，結果を的確に表現できる。
【行動観察（資料２ ，ワークシート（資料１ 】） ）

デンプンが酵素アミラーゼによ ［ワークシートの具体の評価例（資料１ ］）
って分解されるようすをヨウ素デ
ンプン反応によって確かめる実験
を安全かつ正確に行い，結果及び
考察を的確に記述している場合を
「おおむね満足できると判断され
る」状況（Ｂ）とする。
《 十分満足できると判断される」「
状況(Ａ)と評価される具体例》
☆行動観察，ワークシート
実験を安全かつ正確に行い，ビ
ーカーの温度を変えて酵素の働き
を確かめたり（ 行動観察】の評【
価「Ａ ，さらにワークシートに」）
デンプンの変化を細やかに観察し
て記述している（ ワークシート】の評価「Ａ 。【 」）
《 努力を要すると判断される」状況（Ｃ）になりそうな生徒への手だて》「
☆積極的な姿勢を示さず，実験も人任せで記録も取っていない生徒への指導
かたくり粉を少しビーカーに取りぬるま湯を加えて，その中に生徒の唾液を入れさせ，その溶液
のヨウ素デンプン反応について，アミラーゼの実験と比較させた。
エ 「知識・理解」についての評価例
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「知識・理解」については，生物が有用な物質をつくることやおだやかな条件下で特定の物質を
効率よく作る生物の働きについて理解し，その知識を身に付けている状況を把握する。
＜評価規準◎⑦ 知識・理解＞

微生物の働きや微生物を利用してつくる発酵食品，抗生物質などについて理解し，その
知識を身に付けている 【ワークシート】。

班別討議を通して，微生物を利用した有用な発酵食品や抗生物質などの医薬品の例をあげ，取り
上げたものについて整理，記録することができている場合を「おおむね満足できると判断される」
状況（Ｂ）とする。
《 十分満足できると判断される」状況(Ａ)と評価される具体例》「
☆ワークシート ［ワークシートの具体の評価例］
代表的な発酵食品
について，数多く例
をあげ，その原材料
と微生物の働きにつ
いて述べている。
《 努力を要すると判断「
される」状況（Ｃ）
になりそうな生徒へ
の手だて》
☆発酵食品の例を上げ
ることができていな
い生徒への指導
知っている乳製品をあげさせて，自分がおいしいと思う順番に並べさせ，その結果と味わいのを
もとに分類作業を促した。

７ 観点別評価の総括
この事例では，評価計画に基づいて◎で示した観点別評価を実施し，次の表のように各生徒ごとに整
理し，単元の総括を行っている。
[生徒一人一人の評価表と総括の例]

思考・判断 技能・表現 知識・理解
[ 生 徒 名 ] 関心・意欲

時間 学習の内容 ・態度
食品の成分となる物質 (◎①) Ｂ１
生物による物質の合成と分解 (◎③) Ａ２
デンプンの消化 (◎④) Ｂ (◎⑤) Ａ３
衣料や住居の材料となる物質 (◎⑥) Ｃ４
微生物を利用した物質の生産 (◎⑦) Ｂ５
合成物質の環境や生物への影響 (◎②) Ｂ (◎⑧) Ｃ６

単元の総括 Ｂ Ａ Ｂ Ｂ
(1) 原則として評価規準の統括は単元をまとまりとして行う。
(2) 授業と評価計画にもとづいて，上記の評価表を作成する。
(3) 評価の観点別にＡ・Ｂ・Ｃの総括を行う。
①ＡとＢ又はＢとＣの２種類の評価のみの生徒における総括は，観点ごとに多い方の記号のものをそ
の観点の総括とする。なお，記号が同数になった場合には，良い方の評価にする。
， ， ， ，②Ａ Ｂ Ｃの３種類の評価を受けている生徒については ＡとＣの一組ごとにＢを２つと読み替え
ＡとＢ又はＢとＣのみの組み合わせとして，前述①の総括を行う。
例) 「ＡＡＡＣ」の場合，これを「ＡＡＢＢ」と同等と見なして，単元の総括を「Ａ」とする。

(4) 一つの具体の評価規準について複数の評価方法を設定している場合は，まず，前述の(3)と同様の
方法により各具体の評価規準ごとの評価を行う。
（例）具体の評価規準◎で，行動観察「Ｂ ，ワークシート「Ａ」の場合「Ａ」と評価する。」

(5) 単元の総括が「Ｃ」と評価される生徒の指導について
，「 」 （ ） ，授業ごとに生徒全員 おおむね満足と判断される 状況 Ｂ を実現できるように指導を行うが

なおかつ単元のまとまりで「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）と評価される生徒については，
単元の区切りにおいても補充的指導を行う。このような生徒については 「自己評価表」や授業等に，
おける評価の蓄積情報をもとに，生徒自身も自分の実現状況を把握して主体的に学習に取り組めるよ
うに指導し 「おおむね満足できると判断される」状況（Ｂ）となるように個に応じた指導を手厚く，
行う。

， ， ，※ 単元の具体における観点別評価には生徒の状況に応じた様々な対応や考え方があり また 大項目
中項目の中の単元の位置付け，捉え方によっても変わってくる。各学校においては，生徒の実態や年
間授業計画に基づいて評価計画を立て，評価規準を明確にしたり，評価方法を工夫していくことが望
まれる。
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８ 参考資料等
第３時(3)「デンプンの消化：探究活動」の実践例
(1) 資料１ 実践例におけるワークシート（実験レポート）
探究 ８ デンプンの消化

５ 実験を行う前に仮説を立ててみよう

評価規準(1)「デンプンの消化についての実験を安全か デンプン溶液にアミラーゼを加えるとヨウ素デンプン

つ正確に行い，結果を的確に表現できる 」 反応の色は時間とともに，どのように変化していくと考。

（観察・実験の技能・表現） えられるか，書きなさい。 【思考・判断】

評価規準(2)「アミラーゼによるデンプンの消化の様子

から，アミラーゼの働きが推定できる 」。

（思考・判断）

１ 目 的

デンプンは，酵素アミラーゼによりマルトースなど

に分解される。デンプンが分解されるようすをヨウ素 ６ 方法を確認しながら安全かつ正確に実験をしよう

【 】デンプン反応により確かめる。 観察・実験の技能・表現

２ 実験の概要 ※ 指示に従って班ごとに実験を行います。

一般に，デンプンはヨウ素で青色に呈色するが，デ （気付きを書き留めておこう）

ンプン分子の長さが短くなると，紫色，赤色と長さに

応じて呈色が変わる。一定時間ごとにヨウ素デンプン

反応を行うことで，デンプンが消化される様子を調べ

ることができる。

３ 準 備

かたくり粉(ジャガイモデンプン)，アミラーゼの錠 ７ 実験結果をまとめよう【観察・実験の技能・表現】

剤，ヨウ素溶液(1%)，試験管(7本程度)，温度計，100 （１）実験の結果を次の表にまとめよ。

ｃｍ ビーカー，薬さじ，駒込ピペットまたはスポイ 時間（分） 0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5…
３

ト(５本)，発泡ポリスチレンのカップ(広口のカップ デンプン

めんの容器など) 溶液の色

４ 方 法

①ヨウ素ヨウ化カリウム溶液２ｃｍ を入れた試験管を （２）アミラーゼを加える前と後でのデンプン溶液のよう
３

７本程用意する。 すをまとめよ。

②アミラーゼの錠剤を乳ばちでつぶし，粉末にする。

③ビーカーにかたくり粉0.5ｇと水50ｃｍ を入れ，かき
３

混ぜた後煮沸させて透明なデンプン溶液をつくる。

④駒込ピペットを使って③のデンプン溶液1滴を①の試

験管に加え，呈色を確かめる。(ヨウ素デンプン反応)

⑤デンプン溶液が50℃まで冷めたら，保温カップに入れ

た熱水に出し入れすることで，デンプン溶液の温度が

常に45～50℃になるようにしておく。 ８ 仮説と実験結果をもとに考察をしよう【思考・判断】

⑥ ②のアミラーゼ粉末約0.2ｇをデンプン溶液に加え， ・結果からアミラーゼの働きについてまとめよ。

温度を保ちながら一定の速度でかき混ぜ，この液を30

秒ごとに別々の駒込ピペットを使って①の試験管に加

えていき，ヨウ素デンプン反応の違いを確かめる。

※ 駒込ピペットが足りなくなったら，一度使ったものを水ま

たはは湯でよく洗って使用する。

９ 感想を書こう

クラス ・ 号・氏名

☆呈色の変化が確認でき

た後は，30秒より間隔を

長めにして調べる。

☆ アミラーゼによって

分解され，デンプンの

分子が短くなりすぎる

と，ヨウ素デンプン反

応で呈色しなくなる。

☆ アミラーゼはジアス

ターゼとも呼ばれ，消

化薬として市販されて

いる。

デンプン溶液

＋アミラーゼ



理－57

(2) 資料２ 実践例における行動観察
， ， 。主に次の２点について 実験の基本的な操作を正確かつ安全にできるかどうか 評価と指導を行う

①班員が手分けをして行う実験操作
②時間を追って，全員が順次に分担した資料の溶液を指示薬の入った試験管に添加して変化を見
る操作

教師が机間指導を行うときには，以下のようなチェックシートを用いて，生徒の学習状況を把握し
た。なお，この授業では１班４人の実験グループ１０班構成で実験を行っている。

Ｎ ０１ ～ Ｎ ４０ ：生徒氏名
Ｎ ４０ Ｎ ３５ Ｎ ３０ Ｎ ２５ Ｎ ２０ Ｎ １５ Ｎ １０ Ｎ ０５

Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ
Ｎ ３９ Ｎ ３４ Ｎ ２９ Ｎ ２４ Ｎ １９ Ｎ １４ Ｎ ０９ Ｎ ０４

Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ
Ｎ ３８ Ｎ ３３ Ｎ ２８ Ｎ ２３ Ｎ １８ Ｎ １３ Ｎ ０８ Ｎ ０３

Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ
Ｎ ３７ Ｎ ３２ Ｎ ２７ Ｎ ２２ Ｎ １７ Ｎ １２ Ｎ ０７ Ｎ ０２

Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ
Ｎ ３６ Ｎ ３１ Ｎ ２６ Ｎ ２１ Ｎ １６ Ｎ １１ Ｎ ０６ Ｎ ０１

Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ Ａ・Ｃ

教 卓

日 時 年 月 日（ ） 限目 ４．特記事項
クラス 生徒氏名 内 容

物質と人間生活
1.単元 物質の利用

生物のつくる物質
2.授業内容 探究活動：デンプンの消化
3.評価規準 Ｂ デンプンの消化についての実験を

安全かつ正確に行い，結果を適切
に表現できる （結果の記述は，授。
業後にワークシートで確認する ）。

(3) 資料３ 自己評価カードの例
自己評価カードは，単元の中で適宜活用して生徒の学習活動を支援することを目的とし，評価結果
は総括には用いない。生徒自身が単元学習の課題を把握するための一助とし，また，教師が生徒の学
習状況を把握し，生徒が「おおむね満足できると判断される」状況（Ｂ）を実現できるように，生徒
の学習活動の支援に活用する。

[ 年 組 番 名前 ] ( 年 月 日)
理科総合Ａ 自己評価カード 「デンプンの消化」
授業のねらい：デンプンの消化についての探究活動を通して，消化酵素の特性や働きを理解する

， ， 。評価の主旨 ：今日の学習を振り返り 自分の課題を明らかにして 課題を解決するようにしましょう
自 己 評 価 の 項 目 自己評価

は い いいえ(1) 今日の専門用語は，授業以外でも見たり，聞いたりしたことがある。 ，
は い いいえ(2) 光合成による物質の変化が分かる。 ，
は い いいえ(3) 消化による物質の変化が分かる。 ，
は い いいえ(4) 消化酵素（アミラーゼ）のはたらきが分かる。 ，
は い いいえ(5) デンプンの分解された度合とヨウ素デンプン反応の色は関連していること ，

が分かる。
は い いいえ(6) ガスバーナーの操作が安全にできる。 ，
は い いいえ(7) 駒込ピペットの扱い方を理解している。 ，
は い いいえ(8) 実験の説明がわかり，実験操作を安全かつ正確にできる。 ，
は い いいえ(9) 実験結果などを整理して記録することができる。 ，



理－58

Ⅲ 理科総合Ｂ
ここでは，理科総合Ｂの「(2) 生命と地球の移り変わり イ 生物の移り変わり (ｲ) 遺伝の規則性」
の学習指導と評価の事例を紹介する。

［本事例と学習指導要領との対応］

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥生命と地球の移り変わり ＜大項目＞(2)
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥イ 生物の移り変わり ＜中項目＞
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥(ｱ) 生物の変遷 （４時間） ＜小項目＝単元＞

‥‥‥(ｲ) 遺伝の規則性（９時間） ← 本事例（第１学年 ７月） ＜小項目＝単元＞

本事例では，次の手順で評価計画を作成し，計画に基づいて評価活動を実施した。

ⅰ 単元の目標を設定する。
ⅱ 「内容のまとまりごとの評価規準」を参考にして 「単元の評価規準」を設定する。，
ⅲ 授業の総時間数や単元の目標などを基に，授業のおよその流れを決め 「単元の評価の計画」，
を設定する。
ⅳ 「単元の評価の計画」を実現するため，学習活動における具体の評価規準を検討し 「単元の，
指導と評価計画及び学習活動における具体の評価規準」を設定する。
ⅴ 「単元の指導の計画及び学習活動における具体の評価規準」に基づき，どの場面でどのような
方法で評価するかを授業に即して決定する。
ⅵ 評価の計画に従って学習指導と評価を行い，その結果を生徒にフィードバックしながらそれぞ
れの生徒に応じた指導を進める。
ⅶ 評価資料を基に，単元学習後の観点別評価の総括をする。

， ， ， ， ， 。本事例の観点別評価は 観察 ノート ワークシート 実験プリント 小テスト等を用いて評価をした

１ 単元の目標
生物は遺伝という共通の性質をもち，遺伝子の働きによって親の形質が規則性を持って子へ伝えられ
ることを理解する。

２ 単元の評価規準
「 を参考に３ 学習指導要領の内容，内容のまとまりごとの評価規準及びその具体例」（ｐ．１４）
して 「内容のまとまりごとの評価規準」から「単元の評価規準」を設定した。，

表１ 「単元の評価規準」
内 関心・意欲・態度 思考・判断 観察・実験の 知識・理解
容 技能・表現
の 地球の変遷や遺伝に関 地球の変遷や遺伝に関 地球の変遷や遺伝に関 生命と地球の移り変
ま する事象・現象に関心を する事象・現象の中に問 する事象・現象につい わりについて，観察，
と もち，意欲的にそれらを 題を見いだし，観察，実 て，観察，実験，調査な 実験，調査などを通し
ま 探究しようとする。 験，調査などを行うとと どの技能を習得するとと て，生命の出現と生物
り もに，実証的，論理的に もに，科学的に探究する の変遷は地球環境とか
ご 考えたり，分析的・総合 方法を身に付け，観察， かわっていること，及
と 的に考察したりして問題 実験，調査などの過程や び生物には親から子に
の を解決し，事実に基づい 結果及びそこから導き出 形質を伝える遺伝現象
評 て科学的に判断する。 した自らの考えを的確に があることを理解し，

。価 表現する。 知識を身に付けている
規
準
単 親から子に形質を伝え メンデルの交雑実験の 遺伝子の働きに基づい 遺伝子の働きによっ
元 るという遺伝現象に関心 記録などを基に，遺伝子 た身近な事象を観察した て，親の形質が規則性
の をもち，意欲的にそれら の伝わり方に共通の法則 り，交雑実験等の技能を をもって子に伝えられ
評 を探究しようとする。 性を見いだし，その仕組 習得し，その結果を的確 ることを理解し，知識
価 みを考察する。 に表現する。 を身に付けている。
規
準
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３ 単元の評価の計画，単元の指導と評価の計画及び学習活動における具体の評価規準
１時間の授業の中で，常に一人一人の生徒の状況について四つの観点のすべてを的確に評価し，客観
的な評価資料を得ることは困難である。
ここでは，各学習活動の中で重要な観点にポイントを絞って学習状況を把握する形式で「単元の評価
の計画」及び「単元の指導と評価の計画及び学習活動における具体の評価規準」を設定した。
「単元の評価の計画」及び「単元の指導と評価の計画及び学習活動における具体の評価規準」は，以
下のような手順で設定している。

， ，「 」ⅰ 授業の総時間数や単元の目標などを基に 授業のおよその流れを決め 単元の評価の計画表
（表２）に学習の内容を記入する。
ⅱ 表２の評価の観点欄に◎印と○印をつける。
評価の進め方については，以下に示す◎印と○印の２種類を設定した。

◎印の付いた評価規準
評価規準に照らして 「十分満足できると判断される」状況（Ａ）か 「おおむね満足でき， ，
ると判断される」状況（Ｂ）か 「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）かを把握し，単，
元の総括の資料とする。
○印の付いた評価規準
評価規準に照らして 「おおむね満足できると判断される」状況（Ｂ）であるかどうかだ，
けを把握する 「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）になりそうな生徒に対して，適切。

， 。な働きかけや指導の手だてを行うことを特に重視したもので 単元の総括の資料とはしない

はじめに，単元の評価規準に照らして単元全体を見通し，どの観点をいつ評価するのが適切
かを検討し，授業の中で重点を置く評価の観点を設定する。
次に設定した各観点について，学習内容，授業の流れや前後のつながりなどを総合的に勘案
して◎印と○印をつける。
評価方法の欄には，学習内容と評価の観点から想定される評価方法を記入しておく。各時間
の評価方法は，学習活動における具体の評価規準を設定した後に確定する。
ⅲ 表２で◎印や○印をつけた観点について，学習活動における具体の評価規準を作成し 「単元，
の指導と評価の計画及び学習活動における具体の評価規準表 （表３）をつくる。」
学習活動における具体の評価規準は，内容のまとまりごとの評価規準と単元の評価規準に照
らして，学習内容を踏まえて設定する。
同時に，評価の観点，学習活動における具体の評価規準，学習内容，学習形態，教材などか
ら，具体の評価方法を確定する。

本事例では，上記の手順で「単元の評価の計画」及び「単元の指導と評価の計画及び学習活動におけ
る具体の評価規準」を設定したが，表２と表３を並行して作成したり，単元の評価規準を設定した後，
表２を作成せず，直接表３を作る場合も考えられる。
また，実際に生徒に指導を行った後 「評価に無理はないか 「指導上の改善点はなかったか」等を， 」，
反省・検討し，他の単元や次年度の評価計画の作成，評価規準の設定に反映させることが重要である。

表２ 「単元の評価の計画表」

時 学 習 内 容 評 価 の 観 点 評 価 方 法 等
間

関 心 思 考 技 能 知 識
意 欲 判 断 表 現 理 解
態 度

１ 体細胞分裂 ○ ○ ：生徒観察＊６ ＊６

２ 減数分裂 ○ ○ ○ ，○ ：ノート点検＊１ ＊３ ＊１ ＊３

３ 体細胞分裂の観察 ◎６ ◎６：生徒観察，
◎１ ◎１，◎６：実験プリント点検

４ 優性の法則・分離の法則(1) ○ ○ ：生徒観察＊７ ＊７

◎２ ◎２：ノート点検

５ 優性の法則・分離の法則(2) ◎４ ◎７ ○ ◎４，◎７，○ ：ワークシート点検＊８ ＊８
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６ 検定交雑 ○ ○ ：生徒観察＊４ ＊４

◎８ ◎８：小テスト採点，ノート点検

７ 中間雑種 ○ ○ ：生徒観察＊９ ＊９

８ 複対立遺伝子 ○ ○ ：ノート点検＊２ ＊２

◎９ ◎９：小テスト採点，ノート点検

９ 遺伝子の本体 ○ ○ ：グループ討論と発表の観察＊５ ＊５

◎３ ◎５ ◎３，◎５：ワークシート点検

（表２に示す◎，○に付く数字は，表３での「学習活動における具体の評価規準」に対応している）

表３ 「単元の指導と評価の計画及び学習活動における具体の評価規準表」

時 学習内容と 学習活動における具体の評価規準
間 ねらい ［ 】内は評価方法等］【

関心・意欲 思考・判断 観察・実験の 知識・理解
・態度 技能・表現

体細胞分裂 体細胞分裂○＊６

・染色体の細胞分裂時の の仕組みや特徴に１
ふるまいや，染色体と遺 ついて理解してい

伝子の関係を理解する。 る。

【生徒観察】

減数分裂 減数分裂の 減数分裂に○ ○＊１ ＊３

・減数分裂において染色 仕組みや特徴につ おいて染色体数が２
体数が半減する仕組みを いて関心を持ち， 半減する仕組みを

考察する。 意欲的に探究しよ 考察できる。

うとする。 【ノート点検】

【ノート点検】

体細胞分裂の観察 体細胞分裂 観察に適し◎１ ◎６
・体細胞分裂を観察し， について関心をも たプレパラートを３
理解を深める。 ち，意欲的にそれ 作成できる。顕微

・顕微鏡の使い方に習熟 らを探究しようと 鏡を適切に操作

し，分裂像を観察し，的 する。 し，細胞分裂をし

確にスケッチする。 【実験プリント点 ている細胞を見付

検】 け，的確にスケッ

チができる。

【生徒観察，実験

プリント点検】

優性の法則・分離の法則 一遺伝子雑 メンデルの◎２ ○＊７

(1) 種の実験結果や考 行った一遺伝子雑４
・メンデルの行った一遺 え方に関心をも 種の実験を例に，

伝子雑種の実験結果より ち，意欲的にそれ 遺伝用語，優性の，

優性の法則と分離の法則 らを探究しようと 法則，分離の法則

を理解する。 する。 を理解している。

【ノート点検】 【生徒観察】

優性の法則・分離の法則 ホモ接合体 遺伝につい 配偶子の働◎４ ◎７ ○＊８

(2) の親から受けつが てのシミュレーシ きを通して遺伝の５
・一遺伝子雑種のシミュ れる孫の形質比 ョンを正確に実行 仕組みを理解して

レーション実験を行い， は，優性：劣性が し，結果をまとめ いる。

優性の法則と分離の法則 ３：１になること たり，発表するこ 【ワークシート点

の理解をさらに深める。 を考察できる。 とができる。 検】

・実験の結果をまとめ発 【ワークシート点 【ワークシート点
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表する。 検】 検】

検定交雑 分離の法則 すでに学習○ ◎８＊４

・検定交雑の意味を理解 の理解を基に，検 した遺伝の法則の６
し，一遺伝子雑種につい 定交雑の仕組みを 理解を基に，検定

ての問題を解き，理解を 考察できる。 交雑の原理を理解

深める。 【生徒観察】 している。

【小テスト採点，

ノート点検】

中間雑種 中間雑種の○＊９

・一見，メンデルの法則 存在に気づき，不７
では説明つかないように 完全優性の優劣関

見える遺伝現象も，特別 係があることを理

な遺伝子の働きを想定す 解している。

れば，説明がつくことを 【生徒観察】

理解する。

・中間雑種の存在から不

完全優性の関係を理解す

る。

複対立遺伝子 複対立遺伝 すでに学習○ ◎９＊２

・複対立遺伝子の存在を の例であるＡＢＯ した遺伝の法則の８
知り，その例としてＡＢ 式血液型の遺伝の 理解を基に，複対

Ｏ式血液型の遺伝の仕組 仕組みについて関 立遺伝の例である

みを理解する。 心をもち，意欲的 ＡＢＯ式血液型の

にそれらを探究し 遺伝の仕組みにつ

ようとする。 いて理解してい

【ノート点検】 る。

【小テスト採点，

ノート点検】

遺伝子の本体 形質転換の 肺炎双球菌 肺炎双球菌◎３ ◎５ ○＊５

・形質転換の実験の結果 仕組みについて， の実験の結果か の実験について調９
から，遺伝子として働い 関心をもち，意欲 ら，形質転換を起 べ，内容をまとめ

， 。ている物質が，ＤＮＡと 的にそれらを探究 こさせた物質や仕 たり 発表できる

よばれる物質であること しようとする。 組みを考察でき 【グループ討論と

が突き止められたことを 【ワークシート点 る。 発表の観察】

理解する。 検】 【ワークシート点

・形質転換の実験につい 検】

， 。て グループ討論を行う

４ 具体の指導と評価
「単元の指導と評価計画及び学習活動における具体の評価規準」に基づく具体の授業における評価の
方法や，どのような資料を用いて把握するかを以下に示した。ここでは，授業の形態が異なる２時間分
（第３時の顕微鏡観察を主とする授業，第９時のグループ討論を主とする授業）を取り上げた。
なお，表４中の実験プリントおよびワークシートの様式と提出された例を に掲載して「７ 参考資料」
いる。

表４ 「具体の指導と評価」

時 内 学習活動 学習活動における 具体の評価方法等
間 容 具体の評価規準

・本時の目的を聞く。第 体 導
３ 細 入
時 胞

・観察の手順を実験プリント ＜評価規準◎６ 技能・表現＞ ◎６【生徒観察，実験プリン分 展
により説明する。 観察に適したプレパラートを作成で ト点検】裂 開
・手順に従って，根の生長点 きる。顕微鏡を適切に操作し，細胞分 机間指導し，顕微鏡観察のの
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のプレパラートを作成する。 裂をしている細胞を見付け，的確にス 取組を観察し，実験プリント観
・プレパラートを顕微鏡観察 ケッチができる。 への記述を点検する。察
し，分裂している細胞を見付 提出された実験プリントの

ける。 記述を授業後に点検する。

・分裂像を観察し，分裂の各

段階を的確にスケッチする。

・本時のまとめを行う。 ＜評価規準◎１ 関心・意欲・態度＞ ◎１【実験プリント点検】ま
・実験プリントを提出する。 体細胞分裂について関心をもち，意 提出された実験プリントのと

欲的にそれらを探究しようとする。 記述を授業後に点検する。め

・肺炎双球菌にはＳ型菌，Ｒ第 遺 導
型菌の２種類があり，それら９ 伝 入
の特徴を知る。時 子

の
・グリフィスの実験，アベリ ＜評価規準○ 技能・表現＞ ○ 【グループ討論と発表の本 展 ＊５ ＊５

ーの実験についてグループ討 肺炎双球菌の実験について調べ，内 観察】体 開
論する。 容をまとめたり，発表できる。 グループ討論と発表の様子

質問１「どうして生きたＳ ＜評価規準◎３ 関心・意欲・態度＞ を観察する。

型菌が現れたのか？」 形質転換の仕組みについて，関心を

質問２「Ｓ型菌のどの物質 もち，意欲的にそれらを探究しようと ◎３，◎５【ワークシート点

が形質転換を起こさせた する。 検】

か？」 ＜評価規準◎５ 思考・判断＞ 提出されたワークシートを

・討論の結果を発表する。 肺炎双球菌の実験の結果から，形質 授業後に点検する。

転換を起こさせた物質や仕組みを考察

できる。

・本時のまとめを行う。ま
・ワークシートを提出する。と
め
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５ 観点別評価の進め方
， ，「 」 （ ）表２中の◎印で示した評価規準は 評価規準に照らして 十分満足できると判断される 状況 Ａ

か 「おおむね満足できると判断される」状況（Ｂ）か 「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）かを， ，
把握し，生徒全員の記録を残し，単元の総括の資料とするものであることは既に述べた。

十分満足できると判断される」状況（Ａ）と評価四つの観点それぞれにおける評価の具体例（「
する具体例や 「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）になりそうな生徒への指導の留意点，または，

を，以下の(1)「努力を要すると判断される状況」と評価された生徒がいる場合の指導の手だて等）
から(4)に示す。

本事例では 授業の改善や指導に生かす 自己評価 として 観点別評価を基に作成した 自また， ， 「 」 ， 「
己評価カード」による生徒の自己評価を行ったので，併せて紹介する。

(1) 関心・意欲・態度
第３時の＜体細胞分裂の観察＞における評価の進め方を例として説明する。
ここでは，実験プリントの感想欄に，実験の内容に触れた感想や細胞分裂の印象を述べたものを，
評価規準◎１に示す「おおむね満足できると判断される」状況（Ｂ）とした。

＜評価規準◎１ 関心・意欲・態度＞
体細胞分裂について関心をもち，意欲的にそれらを探究しようとする。

ア 「十分満足できると判断される」状況（Ａ）と評価する具体例
感想欄に，感想や印象だけでなく，疑問に思ったこと（例： 終期の細胞と間期の細胞の見分け『
がつきにくい… ）や，失敗の原因や反省（例： 最初に作ったプレパラートは，細胞がひしゃげて』 『
いたので，押しつぶしがズレたのだろうか… ，また発展することなどについての記述がみられる』）
（→提出された生徒の実習プリント例参照 。）
イ 「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）になりそうな生徒への指導の留意点，または「努力を
要すると判断される状況」と評価された生徒がいる場合の指導の手だての例
感想欄が未記入であったり，単に「実験は楽しかった」という程度で，実験の内容について触れ
ていない場合は，実験の内容（手順，用具，材料など）や，細胞分裂に対する関心や疑問などをよ
り具体的に述べるように指導する。身近な事象や生活体験，科学史等と関連させるなど，具体的な
例を示し，関心をもたせる。

(2) 思考・判断
第９時の＜遺伝子の本体＞における評価の進め方を例として説明する。
ここでは，ワークシートの考察欄に，肺炎双球菌の実験の結果から，形質転換を起こさせた物質が
ＤＮＡであることを考察し述べているものを，評価規準◎５に示す「おおむね満足できると判断され
る」状況とした。また，グループ討論の結果をワークシートに記入させ，これをグループの生徒それ
ぞれの考察と見なし，グループの生徒の評価は同じ評価とした。

＜評価規準◎５ 思考・判断＞
肺炎双球菌の実験の結果から，形質転換を起こさせた物質や仕組みを考察することができる。

ア 「十分満足できると判断される」状況（Ａ）と評価する具体例
肺炎双球菌の実験のうち，アベリーの実験で，ＤＮＡ分解酵素だけでなく，タンパク質分解酵素

（ 。や多糖類分解酵素で処理することの意味を考察している →提出された生徒の実習プリント例参照
イ 「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）になりそうな生徒への指導の留意点，または「努力を
要すると判断される状況」と評価された生徒がいる場合の指導の手だての例
学習の目標を再確認させ，２種類の肺炎双球菌の特徴や違い，実験の手順や操作の意味，結果を
再度確認し，形質転換についての考察のポイントを示す。

(3) 観察・実験の技能・表現
第３時の＜体細胞分裂の観察＞における評価の進め方を例として説明する。
ここでは，観察に適したプレパラートを作成できる，顕微鏡を適切に操作できる，細胞分裂をして
いる細胞を見付け，的確にスケッチをしている，の３点をすべて実現している場合を，評価規準◎６
に示す 「おおむね満足できると判断される」状況とした。このうち 「細胞分裂をしている細胞を見， ，
付け，的確にスケッチする」については 「細胞分裂の少なくとも２つのステージの細胞を見付け，，
的確なスケッチをしている」ものを評価規準の示す状況を実現しているとした。

＜評価規準◎６ 観察・実験の技能・表現＞
観察に適したプレパラートを作成できる。顕微鏡を適切に操作し，細胞分裂をしている細胞を
見付け，的確にスケッチができる。
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ア 「十分満足できると判断される」状況（Ａ）と評価する具体例
次の３点がすべて見て取れたものをＡと評価した。
・作業の手順の意味を理解して，観察に適したプレパラートを丁寧に作成している。
・顕微鏡を適切に操作し，作業に熟達している。
・細胞分裂の各ステージ（間期，前期，中期，後期，終期）を観察し，細部の構造などに着目し
て，丁寧にスケッチを描いている（→提出された生徒の実験プリント例参照 。）

イ 「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）になりそうな生徒への指導の留意点，または「努力を
要すると判断される状況」と評価された生徒がいる場合の指導の手だての例
学習の目標を再確認させ，作業の手順の意味を繰り返し説明し，観察に適したプレパラートを作
成させる。
適切に顕微鏡操作ができるよう，基本的な操作を繰り返し練習させる。
分裂している細胞としていない細胞との違いを確認させ，スケッチさせる。

(4) 知識・理解
第８時の＜複対立遺伝子＞における評価の進め方を例として説明する。

Ａと判断される状況を見極める問題（Ａ問題）や，Ｂと判断される状況の生徒であれここでは，
ばほとんど正答できる問題（Ｂ問題）などを取り混ぜて小テスト問題を作成し，Ｂ問題をほぼすべ

ノートは複対立遺伝の例であるＡＢＯ式血液型の遺伝の仕組みについて正しくまとめていて正答し，
る場合を，評価規準◎９に示す「おおむね満足できると判断される状況」とした。

＜評価規準◎９ 知識・理解＞
すでに学習した遺伝の法則の理解を基に，複対立遺伝の例であるＡＢＯ式血液型の遺伝の仕組
みについて理解している。

ア 「十分満足できると判断される」状況（Ａ）と評価する具体例
次の２点が両方とも見て取れたものをＡと評価した。
小テストでは，Ｂ問題をほぼすべて正答しているのに加え，Ａ問題もほとんどを正解してい・
る。
・ノートでは，複対立遺伝と，既習の事柄（メンデルの実験，検定交雑，中間雑種等）との関係
を関連付けてまとめていたり，ＡＢＯ式血液型と他の血液型（Ｒｈ式等）との相違点を述べて
いたりする。

イ 「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）になりそうな生徒への指導の留意点，または「努力を
要すると判断される状況」と評価された生徒がいる場合の指導の手だての例

， ， 。一遺伝子雑種の基礎的な事項 特に遺伝子型と表現型との関係 遺伝子の優劣関係を確認させる
， ， ， 。遺伝子Ｏが優性遺伝子Ａ Ｂに対する劣性遺伝子ａ ｂに相当すること等を確認させ 理解を促す

「努力を要すると判断される」状況になりそうな生徒(1)から(4)のいずれの観点においても，
への指導は，上記のような留意点に注意しながら随時行ったが，結果的に「努力を要すると判断され
る状況」と評価された生徒に対しても，放課後に補習を行ったり，補助プリントを渡して課題とする
などの補充指導を行った。

※ 観点別評価に基づいて作成した「自己評価カード」
－ －授業改善及び指導に生かす「自己評価」の活用例

， ， ， ，自己評価の結果から得られた情報は 生徒にとって 自身の学習を振り返り 到達の度合いや課題
これからの目標を考える材料となる有益な情報であるだけでなく，教師にとっても，授業内容や指導
方法の改善に役立つ重要な情報である。自己評価の方法には，生徒へのインタビュー，作文，質問紙
法など，様々なものがあるが，ここでは，授業の改善や指導に生かす「自己評価」の活用例として，
観点別評価に基づいて作成した「自己評価カード」の利用について述べる。
自己評価カードは次の点に注意して作成し，実施した。
実施時：第５時の遺伝のシミュレーション実験の終了時に配布・回収し，次の時間に返却する。
回答の形式：４段階で回答させる形式と自由記述形式を併用する。
質問の内容：第５時の評価規準である，＜◎４思考・判断＞，＜◎７技能・表現＞，＜○ 知識＊８

・理解＞の観点を踏まえ，模擬実験授業の内容（遺伝の仕組みの理解，形質比の考
察，結果のまとめと発表）を中心とする。

質問数：生徒への負担を考え，５問とする。
本事例では，単元途中のポイントになる部分で学習の振り返りとして実施したが，自分の力を把握
させるために単元のはじめに行ったり，単元の終わりにまとめとして用いたりするなど，目的に応じ
て使い分けることも大切である。
自己評価カードを用いる注意として，生徒には，カードを配布する際に 「自己評価カードは評定，
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や成績に入れない」ことを伝え，得られた情報は，評定や総括の際に利用しないことが重要である。
評定という負荷が加わると，生徒はどの質問にも「よくできた」と答えることが多く，正しい自己評
価が得られない傾向が見られる。
一方，自己評価の質問を工夫することで，知識や理解度といった情報の他に，意欲や自信，授業に
対する期待感など，様々な情報をつかむことができる。
事例の自己評価カードの，質問４の前半部は，授業の理解度を問う質問であるのに対し，質問４の
後半部は，遺伝のシミュレート結果を記入させる「問題」である。このような質問を作り，前後半を
比較すると，例えば，生徒が「シミュレーションはうまくできた」と答えていても，優性：劣性＝３
：１と正しく答えていないような場合，この生徒は本当はよく分かっていないとみることができる。
逆に，他の質問で「あまり分からなかった」と答えていても，シミュレート結果や数多く実施したと

， 。きの比を３：１と正しく求めていれば 実際は授業の内容をかなり理解しているとみることができる
また，質問５のように，発展的な内容である二遺伝子雑種について質問することで，遺伝の知識や
理解度だけでなく，発展的な課題に対する意欲や，自分が学んだことへの自信など，様々な情報を把
握することが可能である。

１ 「遺伝のしくみ」自己評価カード

( )組( )番 氏名( )

これはテストではありません。今日の授業を振り返ってみましょう。

当てはまるところの番号に○をつけてください。

１ 今日はどのような内容の授業だったか分かりますか？

とてもよく分かりました だいたい分かりました1. 2.

あまり分かりませんでした ほとんど分かりませんでした3. 4.

２ 配偶子の働きを理解することができましたか？

とてもよく分かりました だいたい分かりました1. 2.

あまり分かりませんでした ほとんど分かりませんでした3. 4.

３ 遺伝の仕組みを理解することができましたか？

とてもよく分かりました だいたい分かりました1. 2.

あまり分かりませんでした ほとんど分かりませんでした3. 4.

４ 遺伝のシミュレーションはうまく実施することができましたか？

うまくできました だいたいできました1. 2.

あまりできませんでした まったくできませんでした3. 4.

・シミュレート結果はどのようになりましたか （ ）内に記入して下さい。

３０回実施した時の結果 → 優性：劣性＝（ ： ））（

・数多く実施したとき，その比はどのようになりそうですか。

数多く実施した時の結果 → 優性：劣性＝（ ： ））（

５ 親の遺伝子が２つの場合，子や孫に現れる形質はどのようになるか予想

できそうですか？

できると思います だいたいできると思います1. 2.

少しできると思います できないと思います3. 4.
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６ 観点別評価の総括
(1) ◎を付けた評価規準の評価の総括
観点別評価の四つの観点について，◎を付けた評価規準に照らした評価結果のＡ，Ｂ，Ｃを決め，
それらを総括して，この単元の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ）を決定した。
総括に当たっての基本的な考え方は，
・評価の結果がＡとＢだけの場合，
Ａが過半数のとき単元の評価はＡ，Ａが過半数に至らないとき単元の評価はＢ

・評価の結果がＢとＣだけの場合，
Ｃが過半数のとき単元の評価はＣ，Ｃが過半数に至らないとき単元の評価はＢ

・評価の結果にＡとＢとＣがある場合，
Ａ一つとＣ一つで，Ｂ二つに置き換えた後，上記にならう。

とした。
表５

時 学習の内容 関心 思考 技能 知識
間 意欲 判断 表現 理解 ※ 本事例では，観点別評価の四つの観点

態度 について，◎を付けた評価規準が２もし
くは３カ所あったので，

１ 体細胞分裂
・２カ所の場合，

２ 減数分裂 ＡＡのとき単元の評価はＡ，
ＣＣのとき単元の評価はＣ，

３ 体細胞分裂の観察 Ａ Ｂ 上記以外の組み合わせのとき
単元の評価はＢ，

４ 優性の法則・分離の法則① Ａ
・３カ所の場合，

５ 優性の法則・分離の法則② Ａ Ｃ ＡＡＡ，ＡＡＢのとき単元の評価はＡ，
ＢＣＣ，ＣＣＣのとき単元の評価はＣ，

６ 検定交雑 Ｃ 上記以外の組み合わせのとき
単元の評価はＢ，

７ 中間雑種
となる。

８ 複対立遺伝子 Ｃ

９ 遺伝子の本体 Ｂ Ｃ
Ｂ

単元の評価 Ａ Ｂ Ｂ Ｃ

Ｃと評価された生徒が，補充指導の結果「おおむね満足できると判断される」状況を実現した場合
は，一度行った評価の結果を修正することができる仕組みを整えておく必要がある。
（例：上表中の「９遺伝子の本体 ＜思考・判断＞」は，補充指導の結果，ＣをＢに修正）

本事例では，２もしくは３カ所の評価の重みを同等としたが，評価方法や評価計画により重み付け
をする場合もある。例えば，
「生徒の興味，思考，技能や理解の深まりを考え，単元の後の方の評価を重視する」
「学校周囲の生物や環境を取り上げた授業での，関心・意欲・態度の評価を重視する」
などが考えられよう。

(2) 観点別評価とペーパーテストについて
本事例の小テストはペーパーテスト形式で行ったが，定期考査等でペーパーテストを実施する場合に
おいても，観点別評価を意識した問題設計が必要である。例えば，
「各問題が単元の評価規準を踏まえて作られているか」
「様々な観点からの出題がなされているか」
「問題のレベルが偏っていないか（Ｂを評価する問題，Ａの現れを把握する問題 」）
といった点に留意して問題を設計することが大切である。

本事例の総括方法は，あくまで一つの例であり，単元における観点別評価の総括については，様々な考
え方や方法がある。各学校において十分に検討し，学校の状況に応じた総括の方法を工夫することが望ま
れる。
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７ 参考資料
(1) 第３時 「体細胞分裂の観察」の実験プリント

提出された
実験プリントの例（２例）

＜◎６ 技能・表現＞
顕微鏡を適切に操作し，細胞分裂をしている
細胞を見付け，的確にスケッチができる。

＜◎１ 関心・意欲・態度＞
体細胞分裂について関心をもち，意欲的
にそれらを探究しようとする。

＜◎６ 技能・表現＞
。観察に適したプレパラートを作成できる

＜◎１ 関心・意欲・態度＞
Ａ感想欄の記述

＜◎６ 技能・表現＞
Ｂスケッチ

（↓下の枠内は、本時の学習活
動における具体の評価規準）

（↓下の枠内は
評価の実際）

＜◎１ 関心・意欲・態度＞
Ａ感想欄の記述

＜◎６ 技能・表現＞
Ａスケッチ
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(2) 第９時 「遺伝子の本体」のワークシート

提出されたワークシートの例

遺伝子の本体

の

→ さやがあり毒性を持つ（病原性）

→ さやがなく無毒である（非病原性）

：形質転換の発見

：Ｓ型菌のどの物質が

形質転換を起こさせたか？

グループ討論

問１ どうして生きたＳ型菌が現れたのか？

問２ Ｓ型菌のどの物質が形質転換を起こさせたか？

感想

＜◎５ 思考・判断＞
肺炎双球菌の実験の結果から，形質転換を起こさせ
た物質や仕組みを考察できる。

＜◎３ 関心・意欲・態度＞
形質転換の仕組みについて，関心をもち，意欲的
にそれらを探究しようとする。

（↓下の枠内は、本時の学習活
動における具体の評価規準）

（↓下の枠内は
評価の実際）

＜◎５ 思考・判断＞
Ａ考察欄の記述

＜◎３ 関心・意欲・態度＞
Ｂ感想欄の記述


